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ラインメール青森の活動をＰＲ 冬期間に溜まったごみを回収

屋
町
の
景
観
美
化
向
上
が
図
ら
れ

て
い
る
。

　
ま
た
、
昨
年
度
か
ら
は
問
屋
町

に
ク
ラ
ブ
オ
フ
ィ
ス
を
構
え
る
プ

ロ
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
「
ラ
イ
ン

メ
ー
ル
青
森
Ｆ
Ｃ
」
の
選
手
ら
も

清
掃
活
動
に
参
加
。
今
回
も
40
名

を
超
え
る
方
々
が
参
加
し
、
問
屋

い
る
当
清
掃
活
動
は
今
年
で
23
年

目
を
迎
え
る
。
当
初
50
名
程
度
の

参
加
か
ら
年
々
参
加
者
が
増
え
、

昨
年
度
は
年
７
回
の
開
催
で
延
べ

１
７
０
０
名
を
超
え
た
。
参
加
者

数
は
年
々
増
加
す
る
一
方
で
落
ち

て
い
る
ご
み
の
総
量
は
減
少
傾
向

に
あ
り
、
清
掃
活
動
を
通
じ
て
問

　
今
年
度
１
回
目
と
な
る
問
屋
町

合
同
清
掃
が
４
月
11
日
（
木
）
に

行
わ
れ
、
組
合
員
及
び
近
隣
企
業

か
ら
２
７
５
名
が
参
加
。
昨
年
６

月
に
記
録
し
た
２
６
２
名
を
更
新

し
、
過
去
最
多
と
な
る
参
加
者
数

を
記
録
し
た
。

　
２
０
０
２
年
度
か
ら
実
施
し
て

道具を携えて清掃活動に向かう参加者

町
と
第
二
問
屋
町
に
分
か
れ
て
組

合
員
ら
と
一
緒
に
清
掃
活
動
を

行
っ
た
。
清
掃
終
了
後
に
は
集
合

場
所
へ
戻
っ
て
き
た
組
合
員
一
人

一
人
に
労
い
の
言
葉
を
か
け
る
と

と
も
に
、
今
シ
ー
ズ
ン
ホ
ー
ム
開

幕
戦
の
Ｐ
Ｒ
も
行
っ
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
問
屋
町
で
働

く
一
人
と
し
て
少
し
で
も
清
掃
活

動
に
協
力
で
き
た
こ
と
は
よ
か
っ

た
で
す
。
次
回
も
ま
た
参
加
し
ま

す
」な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
問
屋
町
合
同
清
掃
は
４
月
か
ら

10
月
ま
で
の
毎
月
第
２
木
曜
日
に

開
催
。
朝
８
時
か
ら
20
分
ほ
ど
、

ご
み
拾
い
や
草
刈
り
を
実
施
し
て

い
る
。
年
７
回
開
催
の
う
ち
５
回

以
上
参
加
し
た
企
業
に
は
功
労
賞

を
贈
り
、
10
年
連
続
ま
た
は
20
年

連
続
功
労
賞
受
賞
企
業
に
は
、
そ

れ
ぞ
れ
10
年
賞
、
20
年
賞
を
設
け

て
新
年
会
で
表
彰
す
る
。
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組
合
で
実
施
し
て
い
る
「
専
門

家
に
よ
る
無
料
相
談
コ
ー
ナ
ー
」

に
新
た
な
メ
ニ
ュ
ー
が
追
加
さ

れ
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と

し
て
青
森
大
学
教
授
の
櫛
引
素
夫

氏
が
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
に
加
わ
っ

た
。

　
組
合
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
管
理
委

員
会
の
座
長
も
務
め
る
同
氏
は
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
す
る
取
り
組
み
方

等
の
相
談
に
応
じ
る
。

　
同
コ
ー
ナ
ー
で
は
相
談
日
は
特

定
せ
ず
、
組
合
員
か
ら
の
依
頼
が

あ
っ
た
都
度
、
専
門
家
と
相
談
の

う
え
日
程
を
調
整
し
て
開
催
。
１

社
月
１
回
、
相
談
時
間
は
30
分
程

度
ま
で
で
あ
れ
ば
無
料
。
そ
れ
以

　
青
森
交
通
安
全
協
会
問
屋
町
支

部
が
会
員
を
対
象
に
２
０
２
３
年

度
交
通
事
故
実
態
調
査
を
実
施
、

そ
の
結
果
が
ま
と
ま
っ
た
。

　
全
１
４
２
社
か
ら
回
答
を
得
た

調
査
の
結
果
、
無
事
故
（
加
害
事

故
件
数
０
件
）
会
員
事
務
所
は
１

０
３
社
、
72
・
５
％
で
あ
っ
た
。

加
害
事
故
件
数
は
42
件
と
前
年
度

か
ら
９
件
減
少
し
た
が
、
被
害
事

故
は
前
年
度
か
ら
15
件
増
加
し
て

40
件
で
あ
っ
た
。

　
加
害
事
故
発
生
要
因
で
最
多
と

な
っ
た
の
は
「
前
方
不
注
意
」
の

14
件
、
次
い
で
「
後
方
不
注
意
」

が
11
件
、「
ス
リ
ッ
プ
」「
右
左
折

時
の
不
確
認
」
が
そ
れ
ぞ
れ
５
件

と
い
う
結
果
と
な
っ
た
。

　
ま
た
、
事
故
発
生
時
期
の
調
査

で
は
、
全
体
の
47
・
５
％
が
冬
期

間
（
12
月
〜
３
月
）
を
占
め
た
。

　
２
０
２
５
年
３
月
14
日
の
問
屋

降
の
個
別
相
談
は
有
料
と
な
る
。

町
内
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
１
万
日

達
成
ま
で
残
り
３
百
日
を
切
っ

た
。
同
支
部
で
は
１
万
日
達
成
に

向
け
、
本
調
査
結
果
を
参
考
に
引

き
続
き
交
通
安
全
の
啓
蒙
活
動
に

力
を
入
れ
、
安
全
運
転
の
呼
び
か

け
を
継
続
し
て
い
く
。

　
今
年
も
問
屋
町
合
同
清

掃
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

昨
年
か
ら
ラ
イ
ン
メ
ー
ル
青

森
Ｆ
Ｃ
の
み
な
さ
ん
に
も
参

加
い
た
だ
き
、
参
加
者
が
増

え
た
の
と
あ
わ
せ
て
華
や
か

さ
が
増
し
ま
し
た
。
地
域
に
愛
さ

れ
る
ク
ラ
ブ
を
目
指
す
ラ
イ
ン
メ
ー

ル
青
森
Ｆ
Ｃ
を
ぜ
ひ
応
援
く
だ
さ
い

▼
さ
て
、
４
月
か
ら
環
境
負
荷
低

減
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
使
用
削
減
を

図
る
た
め
、
組
合
の
会
議
や
イ
ベン

ト
等
で
使
用
す
る
際
の
飲
み
物
を
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
か
ら
缶
製
品
に
変
更
し

ま
し
た
▼
こ
れ
は
、Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
17
の
ゴ

ー
ル
、
14
番
「
海
の
豊
か
さ
を
守

ろ
う
」
に
対
応
し
た
も
の
で
す
。
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
は
、
毎
年
な
ん
と

約
８
０
０
万
ト
ン
（
ジ
ャ
ン
ボ
ジ
ェッ

ト
機
５
万
機
分
！
）
も
の
量
が
海

に
流
出
し
て
い
る
と
推
定
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
対
策
は
急
務
で
す
▼
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
は
軽
く
て
耐
久
性
が
あ
り

私
た
ち
の
生
活
に
は
欠
か
せ
な
い
も

の
に
な
り
ま
し
た
が
、
紙
や
布
、

鉄
な
ど
と
違
って
微
生
物
に
分
解
さ

れ
な
い
こ
と
か
ら
環
境
中
に
流
出
す

る
と
い
つ
ま
で
も
自
然
の
中
に
残
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
最
後
の
行
先

が
海
で
す
▼
昔
、
綺
麗
だ
っ
た
海
岸

も
今
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
で
溢
れ

て
い
る
と
い
う
と
こ
ろ
も
多
い
で
す

し
、
細
か
く
な
っ
た
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
が
水
や
魚
介
類
を
介
し
て
体

内
に
摂
取
さ
れ
て
い
る
と
い
う
研
究

発
表
も
あ
り
ま
す
▼
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

を
海
に
流
出
さ
せ
な
い
こ
と
も
大
切

で
す
が
、
そ
れ
よ
り
も
簡
単
な
の

は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
で
き
る
だ
け
使

わ
な
い
こ
と
や
物
を
大
切
に
使
う
こ

と
で
す
。
み
な
さ
ん
と一
緒
に
で
き

る
こ
と
か
ら
コツ
コツ
と
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。（
小
田
切
）

視界不良の冬期間は特に注意が必要

問屋町内の交通事故発生箇所

無
料
相
談
コ
ー
ナ
ー
の

メ
ニ
ュ
ー
追
加

　「
先
代
の
想
い
を
受
け
継
ぎ
、

新
し
い
サ
イ
ン
の
価
値
を
創
っ
て

い
き
た
い
で
す
」
と
目
を
輝
か
せ

る
の
は
、
今
年
１
月
に
株
式
会
社

エ
ー
ア
イ
サ
イ
ン
の
代
表
に
就
任

し
た
石
澤
社
長
。

　
同
社
は
昭
和
61
年
に
屋
外
広
告

業
と
し
て
ス
タ
ー
ト
。
現
在
で
は

青
森
県
内
全
域
で
店
舗
看
板
や
野

立
・
イ
ベ
ン
ト
看
板
を
は
じ
め
、

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
や
ス
タ
ジ
オ
セ
ッ

ト
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
や
公
共

サ
イ
ン
、
カ
ー
マ
ー
キ
ン
グ
な
ど

幅
広
く
製
作
業
務
を
行
う
。ま
た
、

サ
イ
ン
製
作
に
加
え
て
、
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
や
シ
ン
ボ
ル
サ
イ
ン
・
空

間
デ
ザ
イ
ン
な
ど
の
大
型
立
体
造

形
物
の
製
作
業
務
も
行
っ
て
い

る
。

　「
当
社
は
デ
ザ
イ
ン
か
ら
製
作
・

設
置
・
ア
フ
タ
ー
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

ま
で
一
貫
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
お
り
、
そ
の
場
の
景
観
と
調

和
し
、
培
っ
て
き
た
風
土
を
活
か

せ
る
よ
う
な
サ
イ
ン
作
り
を
心
掛

け
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
技
術
だ

け
で
は
な
く
、

美
し
い
風
景
や

人
の
優
し
さ
に

気
づ
き
感
謝
で

き
る
感
性
を

日
々
磨
き
続
け

ま
す
」と
話
す
。

　
新
た
な
取
り

組
み
に
つ
い
て
聞
く
と
「
今
後
は

建
物
の
内
装
や
外
装
な
ど
の
デ
ザ

イ
ン
に
も
携
わ
っ
て
い
け
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。
素
材
ま
で
こ
だ

わ
り
を
持
ち
、
原
材
料
の
採
取
か

ら
関
わ
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
安
心
し
て
快
適
に
過
ご
せ
る

場
を
提
供
し
て
い
き
た
い
で
す
。

ま
た
、
ノ
ベ
ル
テ
ィ
関
係
に
も
力

を
入
れ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
、
生
活
の
身
近
に
あ
る
物
へ
た

だ
印
字
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ

こ
に
デ
ザ
イ
ン
を
加
え
る
こ
と
に

よ
っ
て
生
ま
れ
る
サ
イ
ン
の
価
値

を
広
く
展
開
し

て
い
き
た
い
で

す
」と
力
強
い
。

　
自
身
の
目
標

に
つ
い
て
尋
ね

る
と
「
や
り
た

い
こ
と
は
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す

が
、
ま
ず
は
会
社
の
理
念
か
ら
外

れ
な
い
よ
う
社
長
業
に
地
に
足
を

つ
け
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
て
い
き

た
い
で
す
。
そ
し
て
社
員
一
人
ひ

と
り
の
個
性
を
生
か
し
、
仕
事
を

通
じ
て
自
分
自
身
の
夢
が
み
つ
か

る
よ
う
な
職
場
に
し
て
い
き
た
い

で
す
」
と
答
え
た
。

　「
問
屋
町
は
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
で

居
心
地
が
良
い
」
と
教
え
て
く
れ

た
同
氏
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
面
に
話

が
及
ぶ
と
「
小
学
生
の
頃
ピ
ア
ノ

を
２
年
間
だ
け
習
っ
て
い
た
の
で

す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
時
間
が
で
き

た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
独
学
で
練

習
を
再
開
し
ま
し
た
。
３
年
ほ
ど

前
か
ら
は
度
胸
を
つ
け
る
た
め
、

い
ろ
い
ろ
な
所
に
設
置
さ
れ
て
い

る
ス
ト
リ
ー
ト
ピ
ア
ノ
を
演
奏
し

て
い
ま
す
。
運
動
面
で
は
毎
日
筋

ト
レ
は
し
て
い
ま
す
が
、
ラ
ン
ニ

ン
グ
が
月
１
回
く
ら
い
し
か
で
き

て
い
な
い
の
で
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に

出
る
な
ど
の
目
標
を
検
討
し
て
み

ま
す
」
と
苦
笑
い
。

　
石
澤
社
長
が
持
ち
歩
い
て
い
る

手
帳
の
１
ペ
ー
ジ
目
に
は
、
座
右

の
銘
の
「
単
純
明
快
」
の
文
字
が

記
さ
れ
て
い
る
。
　
　
　（
33
歳
）

㈱エーアイサイン

いしざわ あ　く　り
代表取締役社長

石澤 安久里 氏

団
地
企
業
訪
問
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２
０
２
３
年
度
交
通
事
故
実
態
調
査

安
協
問
屋
町
支
部

今
年
度
の
合
同
清
掃
が
ス
タ
ー
ト

過
去
最
多
２
７
５
名
が
参
加

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
受
賞
作
品

柳谷理事長（右）が目録を手渡す

　
組
合
で
は
毎
年
、
リ
サ
イ
ク
ル

回
収
事
業
で
得
た
収
益
金
を
福
祉

団
体
等
へ
寄
贈
す
る
活
動
を
実
施

し
て
お
り
、
今
回
で
10
回
目
と
な

る
。

　
５
月
13
日
（
月
）
に
、
空
き
缶
・

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
及
び
パ
ソ
コ
ン
リ

サ
イ
ク
ル
回
収
事
業
で
の
収
益
金

あ
わ
せ
て
10
万
円
を
青
森
市
社
会

福
祉
協
議
会
へ
寄
贈
。
組
合
の
柳

谷
理
事
長
か
ら
同
協
議
会
の
成
田

会
長
に
目
録
が
手
渡
さ
れ
、
リ
サ

イ
ク
ル
回
収
事
業
の
概
要
や
実
績

な
ど
を
紹
介
し
た
。

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
推
進
す
る
組
合
で

は
、
今
年
度
も
引
き
続
き
リ
サ
イ

ク
ル
活
動
を
推
進
し
、
よ
り
一
層

の
社
会
福
祉
に
貢
献
す
べ
く
リ
サ

イ
ク
ル
回
収
で
得
た
収
益
金
の
寄

付
活
動
も
継
続
し
て
い
く
。

リ
サ
イ
ク
ル
事
業
収
益
金
を

福
祉
団
体
に
寄
贈
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組
合
で
は
現
在
、
街
並
・
景
観

整
備
の
一
環
と
し
て
、
団
地
内
の

美
化
緑
化
推
進
運
動
に
取
り
組
む

「
問
屋
町
緑
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
隊
」

の
隊
員
募
集
を
行
っ
て
い
る
。

　
６
月
か
ら
10
月
の
間
、
月
１
回

程
度
、
日
曜
日
の
午
前
中
に
組
合

管
理
地
へ
の
花
苗
植
栽
や
幹
線
及

び
枝
線
道
路
の
街
路
樹
剪
定
、
除

草
作
業
な
ど
に
取
り
組
む
。
作
業

に
必
要
な
道
具
等
は
全
て
用
意
し

て
お
り
、
小
さ
な
お
子
様
で
も
で

き
る
作
業
も
あ
る
の
で
、
ご
家
族

で
気
軽
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

　
３
月
６
日
（
水
）
に
問
屋
町
会

館
１
階
会
議
室
に
お
い
て
第
３
回

税
務
研
修
会
が
開
催
さ
れ
た
。
青

森
法
人
会
と
共
催
で
開
催
さ
れ
た

研
修
会
で
は
、
青
森
税
務
署
の
田

代
審
理
専
門
官
が
講
師
を
務
め
、

組
合
員
従
業
員
ら
13
名
が
参
加
し

た
。

　
今
回
は
３
月
期
決
算
の
組
合
員

も
多
い
こ
と
か
ら
「
令
和
６
年
度

税
制
大
綱
の
ポ
イ
ン
ト
」
と
「
令

和
６
年
決
算
期
以
降
の
注
意
事
項

に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
説
明
が

あ
っ
た
。

　
令
和
６
年
度
に
実
施
さ
れ
る
所

　
申
込
方
法
な
ど
に
つ
い
て
は
組

合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
開
し
て

い
る
。
お
問
い
合
わ
せ
は
卸
セ
ン

タ
ー
業
務
部
（
後
藤
）
ま
で
。

パ
レ
ッ
ト
、パ
ソ
コ
ン
な
ど
、様
々

な
リ
サ
イ
ク
ル
回
収
事
業
を
と
お

し
て
組
合
員
の
企
業
活
動
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
お
り
、
昨
年
度
か
ら

は
新
た
に
乾
電
池
の
共
同
回
収
も

ス
タ
ー
ト
し
た
。
青
森
県
の
リ
サ

イ
ク
ル
率
は
14
・
０
％
（
２
０
２

２
年
度
）と
全
国
平
均
の
19
・
６
％

を
下
回
っ
て
い
る
が
、
問
屋
町
で

は
２
０
１
５
年
度
以
降
、
リ
サ
イ

ク
ル
率
60
％
以
上
を
維
持
し
て
い

る
。

　
組
合
で
は
、
今
後
も
本
県
の
リ

サ
イ
ク
ル
率
向
上
に
寄
与
す
べ
く

リ
サ
イ
ク
ル
回
収
事
業
の
推
進
及

び
リ
サ
イ
ク
ル
意
識
向
上
の
た
め

の
啓
蒙
活
動
に
努
め
る
。

２
０
２
３
年
度

リ
サ
イ
ク
ル
回
収
実
績

　
２
０
２
３
年
度
に
お
け
る
団
地

内
の
塵
芥
収
集
・
リ
サ
イ
ク
ル
回

収
の
総
回
収
量
は
４
５
２
ｔ
、
そ

の
う
ち
２
８
８
ｔ
を
リ
サ
イ
ク
ル

回
収
が
占
め
、
リ
サ
イ
ク
ル
回
収

率
が
63
・
７
％
と
な
り
、
例
年
同

様
高
い
リ
サ
イ
ク
ル
率
を
維
持
し

た
。

　
組
合
で
は
一
般
ご
み
の
個
別
収

集
に
加
え
、
紙
類
リ
サ
イ
ク
ル
や

空
き
缶
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
木
製

横山副市長の講話

税務研修会

案
件
五
．
２
０
２
４
年
度
第
３
回

理
事
会
の
日
程
等
に
つ
い
て

　
そ
の
後
、
青
森
卸
セ
ン
タ
ー
㈱

の
臨
時
株
主
総
会
と
第
１
回
取
締

役
会
及
び
青
森
問
屋
町
配
送
㈱
の

第
１
回
取
締
役
会
も
開
か
れ
、
審

議
の
結
果
、
提
出
案
件
全
て
原
案

ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

　
理
事
会
終
了
後
に
は
、
昨
年
12

月
に
青
森
市
副
市
長
に
就
任
さ
れ

市
の
ま
ち
づ
く
り
を
担
当
さ
れ
て

い
る
横
山
副
市
長
を
講
師
に
招
き

講
演
会
を
開
催
し
た
。同
氏
は「
青

森
市
の
市
道
は
約
１
９
０
０
㎞
あ

り
、
管
理
や
雪
に
よ
る
負
荷
も
あ

っ
て
市
街
地
を
ど
ん
ど
ん
拡
大
す

る
こ
と
は
好
ま
し
く
な
い
。
青
森

県
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
や

青
森
市
総
合
計
画
の
下
に
青
森
市

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策

定
し
て
基
本
方
針
や
制
約
等
を
決

得
税
の
定
額
減
税
に
つ
い
て
は
、

減
税
に
関
す
る
概
要
や
よ
く
あ
る

質
問
な
ど
の
事
例
を
交
え
て
解

説
。
研
修
会
で
は
そ
の
ほ
か
、
イ

ン
ボ
イ
ス
や
電
子
帳
簿
保
存
法
に

つ
い
て
も
学
ん
だ
。

　
２
０
２
４
年
度
第
１
回
理
事
会

が
４
月
25
日
（
木
）
に
問
屋
町
会

館
で
開
か
れ
、
審
議
の
結
果
、
全

て
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
事
務
局
か
ら
は
２
０
２

３
年
度
交
通
事
故
実
態
調
査
結
果

な
ど
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

　
主
な
案
件
審
議
は
次
の
と
お
り
。

案
件
一
．
労
務
対
策
委
員
会
か
ら

の
意
見
に
つ
い
て

案
件
二
．
企
画
情
報
委
員
会
か
ら

の
意
見
に
つ
い
て

案
件
三
．
組
合
施
設
の
賃
貸
に
つ

い
て

案
件
四
．
第
57
回
通
常
総
会
の
開

催
方
法
及
び
提
出
案
件
に
つ
い
て

緑
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
隊

隊
員
募
集

ペッ
ト
ボ
ト
ル
使
用
中
止
の

お
知
ら
せ

め
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

近
年
、
中
心
市
街
地
の
再
開
発
が

進
ん
だ
が
、
ま
だ
ま
だ
地
価
が
安

く
投
資
対
象
に
な
り
に
く
い
の
が

課
題
。
地
価
が
高
ま
る
仕
掛
け
を

今
後
も
進
め
る
が
、
建
築
価
格
高

騰
の
影
響
で
再
開
発
が
実
施
し
に

く
く
な
る
こ
と
を
危
惧
し
て
い

る
」
と
青
森
市
の
ま
ち
づ
く
り
の

現
状
を
語
っ
た
。

第
３
回
税
務
研
修
会

組
合
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

ア
カ
ウ
ン
ト
開
設
な
ど
承
認

第
１
回
理
事
会

昨年の納涼パーティーの様子

４
月

11
日
▽
第
１
回
問
屋
町
合
同
清
掃

15
日
▽
金
融
審
査
会

18
日
▽
第
１
回
三
役
会

22
日
▽
第
１
回
監
査
会

　
　
▽
第
１
回
労
務
対
策
委
員
会

23
日
▽
第
１
回
企
画
情
報
委
員
会

24
日
▽
問
屋
町
経
営
同
友
会
第
１

回
役
員
会

25
日
▽
第
１
回
理
事
会

　
　
▽
青
森
卸
セ
ン
タ
ー
㈱
臨
時

総
会
・
第
１
回
取
締
役
会

　
　
▽
青
森
問
屋
町
配
送
㈱
第
１

回
取
締
役
会

【
第
29
回
問
屋
町
納
涼
パ
ー
テ
ィ
ー
】

日

　時

２
０
２
４
年
７
月
19
日
（
金
）

午
後
７
時
〜
９
時

場

　所

ホ
テ
ル
青
森
３
階
　
孔
雀
の
間

参
加
料

１
人
３
０
０
０
円
（
税
込
）

申

　込

組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込
み

し
、
卸
セ
ン
タ
ー
事
務
局
に
て
チ

ケ
ッ
ト
を
購
入
。

定

　員
　
４
５
０
名

※

座
席
は
組
合
で
あ
ら
か
じ
め
決

め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

販
売
期
間

２
０
２
４
年
７
月
12
日（
金
）ま
で

※

定
員
に
達
し
次
第
、締
め
切
り
。

　
組
合
で
は
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
及

　
青
森
総
合
卸
セ
ン
タ
ー
様
に
は

ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
特
別
講
演
会

な
ど
で
講
師
を
担
当
さ
せ
て
頂
い

て
お
り
ま
す
。
厚
く
御
礼
申
し
あ

げ
ま
す
。

　
タ
ナ
ベ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
は
１
９
５
７
年
に
創
業
し

た
日
本
の
経
営
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
の
パ
イ
オ
ニ
ア
で
す
。「
企
業

を
愛
し
、
企
業
と
と
も
に
歩
み
、

企
業
繁
栄
に
奉
仕
す
る
」
と
い
う

経
営
理
念
の
も
と
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
、
デ
ジ
タ
ル
・Ｄ
Ｘ
、
人
的

資
本
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
、Ｍ
＆
Ａ
、

　
第
73
弾
と
な
る
今
回
の
経
済
雑

感
は
、
㈱
タ
ナ
ベ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
東
北
支
社
の
日
下
部
副
支
社

長
に
ご
寄
稿
い
た
だ
い
た
。

ブ
ラ
ン
ド
＆
Ｐ
Ｒ
に
お
け
る
戦
略
策

定
（
上
流
）
か
ら
、
デ
ジ
タ
ル
を
駆

使
し
た
現
場
に
お
け
る
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
実
装
、
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
支
援
（
中

流
〜
下
流
）
ま
で
、
一
気
通
貫
で
支

援
で
き
る
「
経
営
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
・
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
」
を
地
域

密
着
で
構
築
し
て
い
き
ま
す
。

　
東
北
支
社
は

仙
台
に
１
９
７

４
年
に
開
設
し
、

今
年
で
50
周
年

を
迎
え
ま
す
。

私
は
仙
台
に
来

て
25
年
目
、
青

森
に
は
ほ
ぼ
毎

週
伺
っ
て
お
り

ま
す
。地
域
社
会
の
課
題
、そ
れ
は「
人

口
減
少
」
と
「
高
齢
化
」。
２
０
４
５

年
高
齢
化
率
（
人
口
に
占
め
る
65
歳

以
上
人
口
比
率
）
は
１
位
秋
田
県

50
・
１
％
、２
位
が
青
森
県
46
・
８
％
。

人
口
減
少
と
高
齢
化
は
地
域
経
済
を

縮
小
さ
せ
、
さ
ら
な
る
人
口
減
少
と

少
子
高
齢
化
に
つ
な
が
る
悪
循
環
を

加
速
さ
せ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
経
営
環
境
は
デ
フ
レ
経

済
か
ら
イ
ン
フ
レ
経
済
へ
転
換
。
物

価
も
上
が
り
、
賃
金
も
上
げ
て
い
か

な
け
れ
ば
採
用
が
厳
し
く
な
り
、
人

材
不
足
は
企
業
の
成
長
を
妨
げ
る
要

因
と
な
り
ま
す
。
私
は
こ
れ
か
ら
の

時
代
「
人
が
集
ま
る
会
社
」
と
「
集

ま
ら
な
い
会

社
」
に
２
極
化

す
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
２
０
２
４
年

春
採
用
、
青
森

県
で
も
高
卒
生

を
13
校
か
ら
14

名
採
用
し
て
い

る
企
業
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
会
社
は

こ
こ
数
年
２
桁
採
用
を
実
現
。
各
校

の
先
輩
も
頑
張
っ
て
働
い
て
お
り
、

高
校
か
ら
し
て
も
安
心
し
て
後
輩
を

送
り
込
め
る
で
し
ょ
う
。
就
職
す
る

高
校
生
が
減
る
中
、
こ
う
い
っ
た
安

心
感
あ
る
会
社
と
初
め
て
高
校
に
赴

き
、「
自
社
に
生
徒
を
任
せ
て
頂
け
ま

せ
ん
か
」
と
お
願
い
す
る
会
社
。

差
は
歴
然
と
し
て
い
ま
す
。（
そ

れ
で
も
活
動
し
な
い
よ
り
は
良
い

で
す
が
）

　
デ
ジ
タ
ル
化
、Ａ
Ｉ
、
価
値
観

の
変
化
、
経
営
環
境
は
日
々
変
化

し
て
い
ま
す
。
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

と
し
て
各
社
に
伺
う
中
で
「
怖
い

な
」
と
思
う
の
は
、
経
営
環
境
の

変
化
を
感
じ
よ
う
と
し
な
い
経
営

者
、
経
営
幹
部
で
す
。
自
社
が
同

じ
こ
と
を
し
て
い
て
も
、
経
営
環

境
が
進
化
す
れ
ば
業
界
ポ
ジ
シ
ョ

ン
は
下
が
る
で
し
ょ
う
。
収
益
が

減
れ
ば
、
人
材
、
デ
ジ
タ
ル
、
設

備
へ
の
投
資
余
力
が
な
く
な
り
ま

す
。

　
イ
ン
フ
レ
時
代
、
利
益
を
生
み

出
す
の
は
「
付
加
価
値
」
で
す
。

高
く
て
も
購
入
し
て
頂
け
る
価

値
。
そ
れ
を
生
み
だ
す
の
は
「
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
と
は
「
新
し
い
ア
イ
デ
ア
」
と

「
実
践
力
」
で
す
。
　
　（
つ
づ
く
）

㈱タナベコンサルティング
東北支社
副支社長

日下部　聡 氏

第
一
四
八
回

経
済
雑
感

㈱
タ
ナ
ベ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
東
北
支
社

副
支
社
長

　日
下
部

　聡 

氏

び
環
境
負
荷
低
減
に
向
け
て
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
の
使
用
削
減
を
図
り

ま
す
。
会
議
や
イ
ベ
ン
ト
等
で
使

用
す
る
飲
み
物
が
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

か
ら
缶
製
品
に
変
更
と
な
り
ま
す

の
で
ご
理
解
願
い
ま
す
。

総合食品卸

弊社データセンターにお任せください。
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組
合
で
は
現
在
、
街
並
・
景
観

整
備
の
一
環
と
し
て
、
団
地
内
の

美
化
緑
化
推
進
運
動
に
取
り
組
む

「
問
屋
町
緑
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
隊
」

の
隊
員
募
集
を
行
っ
て
い
る
。

　
６
月
か
ら
10
月
の
間
、
月
１
回

程
度
、
日
曜
日
の
午
前
中
に
組
合

管
理
地
へ
の
花
苗
植
栽
や
幹
線
及

び
枝
線
道
路
の
街
路
樹
剪
定
、
除

草
作
業
な
ど
に
取
り
組
む
。
作
業

に
必
要
な
道
具
等
は
全
て
用
意
し

て
お
り
、
小
さ
な
お
子
様
で
も
で

き
る
作
業
も
あ
る
の
で
、
ご
家
族

で
気
軽
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

　
３
月
６
日
（
水
）
に
問
屋
町
会

館
１
階
会
議
室
に
お
い
て
第
３
回

税
務
研
修
会
が
開
催
さ
れ
た
。
青

森
法
人
会
と
共
催
で
開
催
さ
れ
た

研
修
会
で
は
、
青
森
税
務
署
の
田

代
審
理
専
門
官
が
講
師
を
務
め
、

組
合
員
従
業
員
ら
13
名
が
参
加
し

た
。

　
今
回
は
３
月
期
決
算
の
組
合
員

も
多
い
こ
と
か
ら
「
令
和
６
年
度

税
制
大
綱
の
ポ
イ
ン
ト
」
と
「
令

和
６
年
決
算
期
以
降
の
注
意
事
項

に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
説
明
が

あ
っ
た
。

　
令
和
６
年
度
に
実
施
さ
れ
る
所

　
申
込
方
法
な
ど
に
つ
い
て
は
組

合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
開
し
て

い
る
。
お
問
い
合
わ
せ
は
卸
セ
ン

タ
ー
業
務
部
（
後
藤
）
ま
で
。

パ
レ
ッ
ト
、パ
ソ
コ
ン
な
ど
、様
々

な
リ
サ
イ
ク
ル
回
収
事
業
を
と
お

し
て
組
合
員
の
企
業
活
動
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
お
り
、
昨
年
度
か
ら

は
新
た
に
乾
電
池
の
共
同
回
収
も

ス
タ
ー
ト
し
た
。
青
森
県
の
リ
サ

イ
ク
ル
率
は
14
・
０
％
（
２
０
２

２
年
度
）と
全
国
平
均
の
19
・
６
％

を
下
回
っ
て
い
る
が
、
問
屋
町
で

は
２
０
１
５
年
度
以
降
、
リ
サ
イ

ク
ル
率
60
％
以
上
を
維
持
し
て
い

る
。

　
組
合
で
は
、
今
後
も
本
県
の
リ

サ
イ
ク
ル
率
向
上
に
寄
与
す
べ
く

リ
サ
イ
ク
ル
回
収
事
業
の
推
進
及

び
リ
サ
イ
ク
ル
意
識
向
上
の
た
め

の
啓
蒙
活
動
に
努
め
る
。

２
０
２
３
年
度

リ
サ
イ
ク
ル
回
収
実
績

　
２
０
２
３
年
度
に
お
け
る
団
地

内
の
塵
芥
収
集
・
リ
サ
イ
ク
ル
回

収
の
総
回
収
量
は
４
５
２
ｔ
、
そ

の
う
ち
２
８
８
ｔ
を
リ
サ
イ
ク
ル

回
収
が
占
め
、
リ
サ
イ
ク
ル
回
収

率
が
63
・
７
％
と
な
り
、
例
年
同

様
高
い
リ
サ
イ
ク
ル
率
を
維
持
し

た
。

　
組
合
で
は
一
般
ご
み
の
個
別
収

集
に
加
え
、
紙
類
リ
サ
イ
ク
ル
や

空
き
缶
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
木
製

横山副市長の講話

税務研修会

案
件
五
．
２
０
２
４
年
度
第
３
回

理
事
会
の
日
程
等
に
つ
い
て

　
そ
の
後
、
青
森
卸
セ
ン
タ
ー
㈱

の
臨
時
株
主
総
会
と
第
１
回
取
締

役
会
及
び
青
森
問
屋
町
配
送
㈱
の

第
１
回
取
締
役
会
も
開
か
れ
、
審

議
の
結
果
、
提
出
案
件
全
て
原
案

ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

　
理
事
会
終
了
後
に
は
、
昨
年
12

月
に
青
森
市
副
市
長
に
就
任
さ
れ

市
の
ま
ち
づ
く
り
を
担
当
さ
れ
て

い
る
横
山
副
市
長
を
講
師
に
招
き

講
演
会
を
開
催
し
た
。同
氏
は「
青

森
市
の
市
道
は
約
１
９
０
０
㎞
あ

り
、
管
理
や
雪
に
よ
る
負
荷
も
あ

っ
て
市
街
地
を
ど
ん
ど
ん
拡
大
す

る
こ
と
は
好
ま
し
く
な
い
。
青
森

県
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
や

青
森
市
総
合
計
画
の
下
に
青
森
市

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策

定
し
て
基
本
方
針
や
制
約
等
を
決

得
税
の
定
額
減
税
に
つ
い
て
は
、

減
税
に
関
す
る
概
要
や
よ
く
あ
る

質
問
な
ど
の
事
例
を
交
え
て
解

説
。
研
修
会
で
は
そ
の
ほ
か
、
イ

ン
ボ
イ
ス
や
電
子
帳
簿
保
存
法
に

つ
い
て
も
学
ん
だ
。

　
２
０
２
４
年
度
第
１
回
理
事
会

が
４
月
25
日
（
木
）
に
問
屋
町
会

館
で
開
か
れ
、
審
議
の
結
果
、
全

て
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
事
務
局
か
ら
は
２
０
２

３
年
度
交
通
事
故
実
態
調
査
結
果

な
ど
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

　
主
な
案
件
審
議
は
次
の
と
お
り
。

案
件
一
．
労
務
対
策
委
員
会
か
ら

の
意
見
に
つ
い
て

案
件
二
．
企
画
情
報
委
員
会
か
ら

の
意
見
に
つ
い
て

案
件
三
．
組
合
施
設
の
賃
貸
に
つ

い
て

案
件
四
．
第
57
回
通
常
総
会
の
開

催
方
法
及
び
提
出
案
件
に
つ
い
て

緑
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
隊

隊
員
募
集

ペッ
ト
ボ
ト
ル
使
用
中
止
の

お
知
ら
せ

め
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

近
年
、
中
心
市
街
地
の
再
開
発
が

進
ん
だ
が
、
ま
だ
ま
だ
地
価
が
安

く
投
資
対
象
に
な
り
に
く
い
の
が

課
題
。
地
価
が
高
ま
る
仕
掛
け
を

今
後
も
進
め
る
が
、
建
築
価
格
高

騰
の
影
響
で
再
開
発
が
実
施
し
に

く
く
な
る
こ
と
を
危
惧
し
て
い

る
」
と
青
森
市
の
ま
ち
づ
く
り
の

現
状
を
語
っ
た
。

第
３
回
税
務
研
修
会

組
合
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

ア
カ
ウ
ン
ト
開
設
な
ど
承
認

第
１
回
理
事
会

昨年の納涼パーティーの様子

４
月

11
日
▽
第
１
回
問
屋
町
合
同
清
掃

15
日
▽
金
融
審
査
会

18
日
▽
第
１
回
三
役
会

22
日
▽
第
１
回
監
査
会

　
　
▽
第
１
回
労
務
対
策
委
員
会

23
日
▽
第
１
回
企
画
情
報
委
員
会

24
日
▽
問
屋
町
経
営
同
友
会
第
１

回
役
員
会

25
日
▽
第
１
回
理
事
会

　
　
▽
青
森
卸
セ
ン
タ
ー
㈱
臨
時

総
会
・
第
１
回
取
締
役
会

　
　
▽
青
森
問
屋
町
配
送
㈱
第
１

回
取
締
役
会

【
第
29
回
問
屋
町
納
涼
パ
ー
テ
ィ
ー
】

日

　時

２
０
２
４
年
７
月
19
日
（
金
）

午
後
７
時
〜
９
時

場

　所

ホ
テ
ル
青
森
３
階
　
孔
雀
の
間

参
加
料

１
人
３
０
０
０
円
（
税
込
）

申

　込

組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込
み

し
、
卸
セ
ン
タ
ー
事
務
局
に
て
チ

ケ
ッ
ト
を
購
入
。

定

　員
　
４
５
０
名

※

座
席
は
組
合
で
あ
ら
か
じ
め
決

め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

販
売
期
間

２
０
２
４
年
７
月
12
日（
金
）ま
で

※
定
員
に
達
し
次
第
、締
め
切
り
。

　
組
合
で
は
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
及

　
青
森
総
合
卸
セ
ン
タ
ー
様
に
は

ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
特
別
講
演
会

な
ど
で
講
師
を
担
当
さ
せ
て
頂
い

て
お
り
ま
す
。
厚
く
御
礼
申
し
あ

げ
ま
す
。

　
タ
ナ
ベ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
は
１
９
５
７
年
に
創
業
し

た
日
本
の
経
営
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
の
パ
イ
オ
ニ
ア
で
す
。「
企
業

を
愛
し
、
企
業
と
と
も
に
歩
み
、

企
業
繁
栄
に
奉
仕
す
る
」
と
い
う

経
営
理
念
の
も
と
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
、
デ
ジ
タ
ル
・Ｄ
Ｘ
、
人
的

資
本
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
、Ｍ
＆
Ａ
、

　
第
73
弾
と
な
る
今
回
の
経
済
雑

感
は
、
㈱
タ
ナ
ベ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
東
北
支
社
の
日
下
部
副
支
社

長
に
ご
寄
稿
い
た
だ
い
た
。

ブ
ラ
ン
ド
＆
Ｐ
Ｒ
に
お
け
る
戦
略
策

定
（
上
流
）
か
ら
、
デ
ジ
タ
ル
を
駆

使
し
た
現
場
に
お
け
る
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
実
装
、
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
支
援
（
中

流
〜
下
流
）
ま
で
、
一
気
通
貫
で
支

援
で
き
る
「
経
営
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
・
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
」
を
地
域

密
着
で
構
築
し
て
い
き
ま
す
。

　
東
北
支
社
は

仙
台
に
１
９
７

４
年
に
開
設
し
、

今
年
で
50
周
年

を
迎
え
ま
す
。

私
は
仙
台
に
来

て
25
年
目
、
青

森
に
は
ほ
ぼ
毎

週
伺
っ
て
お
り

ま
す
。地
域
社
会
の
課
題
、そ
れ
は「
人

口
減
少
」
と
「
高
齢
化
」。
２
０
４
５

年
高
齢
化
率
（
人
口
に
占
め
る
65
歳

以
上
人
口
比
率
）
は
１
位
秋
田
県

50
・
１
％
、２
位
が
青
森
県
46
・
８
％
。

人
口
減
少
と
高
齢
化
は
地
域
経
済
を

縮
小
さ
せ
、
さ
ら
な
る
人
口
減
少
と

少
子
高
齢
化
に
つ
な
が
る
悪
循
環
を

加
速
さ
せ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
経
営
環
境
は
デ
フ
レ
経

済
か
ら
イ
ン
フ
レ
経
済
へ
転
換
。
物

価
も
上
が
り
、
賃
金
も
上
げ
て
い
か

な
け
れ
ば
採
用
が
厳
し
く
な
り
、
人

材
不
足
は
企
業
の
成
長
を
妨
げ
る
要

因
と
な
り
ま
す
。
私
は
こ
れ
か
ら
の

時
代
「
人
が
集
ま
る
会
社
」
と
「
集

ま
ら
な
い
会

社
」
に
２
極
化

す
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
２
０
２
４
年

春
採
用
、
青
森

県
で
も
高
卒
生

を
13
校
か
ら
14

名
採
用
し
て
い

る
企
業
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
会
社
は

こ
こ
数
年
２
桁
採
用
を
実
現
。
各
校

の
先
輩
も
頑
張
っ
て
働
い
て
お
り
、

高
校
か
ら
し
て
も
安
心
し
て
後
輩
を

送
り
込
め
る
で
し
ょ
う
。
就
職
す
る

高
校
生
が
減
る
中
、
こ
う
い
っ
た
安

心
感
あ
る
会
社
と
初
め
て
高
校
に
赴

き
、「
自
社
に
生
徒
を
任
せ
て
頂
け
ま

せ
ん
か
」
と
お
願
い
す
る
会
社
。

差
は
歴
然
と
し
て
い
ま
す
。（
そ

れ
で
も
活
動
し
な
い
よ
り
は
良
い

で
す
が
）

　
デ
ジ
タ
ル
化
、Ａ
Ｉ
、
価
値
観

の
変
化
、
経
営
環
境
は
日
々
変
化

し
て
い
ま
す
。
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

と
し
て
各
社
に
伺
う
中
で
「
怖
い

な
」
と
思
う
の
は
、
経
営
環
境
の

変
化
を
感
じ
よ
う
と
し
な
い
経
営

者
、
経
営
幹
部
で
す
。
自
社
が
同

じ
こ
と
を
し
て
い
て
も
、
経
営
環

境
が
進
化
す
れ
ば
業
界
ポ
ジ
シ
ョ

ン
は
下
が
る
で
し
ょ
う
。
収
益
が

減
れ
ば
、
人
材
、
デ
ジ
タ
ル
、
設

備
へ
の
投
資
余
力
が
な
く
な
り
ま

す
。

　
イ
ン
フ
レ
時
代
、
利
益
を
生
み

出
す
の
は
「
付
加
価
値
」
で
す
。

高
く
て
も
購
入
し
て
頂
け
る
価

値
。
そ
れ
を
生
み
だ
す
の
は
「
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
と
は
「
新
し
い
ア
イ
デ
ア
」
と

「
実
践
力
」
で
す
。
　
　（
つ
づ
く
）

㈱タナベコンサルティング
東北支社
副支社長

日下部　聡 氏

第
一
四
八
回

経
済
雑
感

㈱
タ
ナ
ベ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
東
北
支
社

副
支
社
長

　日
下
部

　聡 

氏

び
環
境
負
荷
低
減
に
向
け
て
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
の
使
用
削
減
を
図
り

ま
す
。
会
議
や
イ
ベ
ン
ト
等
で
使

用
す
る
飲
み
物
が
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

か
ら
缶
製
品
に
変
更
と
な
り
ま
す

の
で
ご
理
解
願
い
ま
す
。

総合食品卸

弊社データセンターにお任せください。
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リサイクル回収実績（2001～2023年度）

く さ か べ さとし
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ラインメール青森の活動をＰＲ 冬期間に溜まったごみを回収

屋
町
の
景
観
美
化
向
上
が
図
ら
れ

て
い
る
。

　
ま
た
、
昨
年
度
か
ら
は
問
屋
町

に
ク
ラ
ブ
オ
フ
ィ
ス
を
構
え
る
プ

ロ
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
「
ラ
イ
ン

メ
ー
ル
青
森
Ｆ
Ｃ
」
の
選
手
ら
も

清
掃
活
動
に
参
加
。
今
回
も
40
名

を
超
え
る
方
々
が
参
加
し
、
問
屋

い
る
当
清
掃
活
動
は
今
年
で
23
年

目
を
迎
え
る
。
当
初
50
名
程
度
の

参
加
か
ら
年
々
参
加
者
が
増
え
、

昨
年
度
は
年
７
回
の
開
催
で
延
べ

１
７
０
０
名
を
超
え
た
。
参
加
者

数
は
年
々
増
加
す
る
一
方
で
落
ち

て
い
る
ご
み
の
総
量
は
減
少
傾
向

に
あ
り
、
清
掃
活
動
を
通
じ
て
問

　
今
年
度
１
回
目
と
な
る
問
屋
町

合
同
清
掃
が
４
月
11
日
（
木
）
に

行
わ
れ
、
組
合
員
及
び
近
隣
企
業

か
ら
２
７
５
名
が
参
加
。
昨
年
６

月
に
記
録
し
た
２
６
２
名
を
更
新

し
、
過
去
最
多
と
な
る
参
加
者
数

を
記
録
し
た
。

　
２
０
０
２
年
度
か
ら
実
施
し
て

道具を携えて清掃活動に向かう参加者

町
と
第
二
問
屋
町
に
分
か
れ
て
組

合
員
ら
と
一
緒
に
清
掃
活
動
を

行
っ
た
。
清
掃
終
了
後
に
は
集
合

場
所
へ
戻
っ
て
き
た
組
合
員
一
人

一
人
に
労
い
の
言
葉
を
か
け
る
と

と
も
に
、
今
シ
ー
ズ
ン
ホ
ー
ム
開

幕
戦
の
Ｐ
Ｒ
も
行
っ
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
問
屋
町
で
働

く
一
人
と
し
て
少
し
で
も
清
掃
活

動
に
協
力
で
き
た
こ
と
は
よ
か
っ

た
で
す
。
次
回
も
ま
た
参
加
し
ま

す
」な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
問
屋
町
合
同
清
掃
は
４
月
か
ら

10
月
ま
で
の
毎
月
第
２
木
曜
日
に

開
催
。
朝
８
時
か
ら
20
分
ほ
ど
、

ご
み
拾
い
や
草
刈
り
を
実
施
し
て

い
る
。
年
７
回
開
催
の
う
ち
５
回

以
上
参
加
し
た
企
業
に
は
功
労
賞

を
贈
り
、
10
年
連
続
ま
た
は
20
年

連
続
功
労
賞
受
賞
企
業
に
は
、
そ

れ
ぞ
れ
10
年
賞
、
20
年
賞
を
設
け

て
新
年
会
で
表
彰
す
る
。
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組
合
で
実
施
し
て
い
る
「
専
門

家
に
よ
る
無
料
相
談
コ
ー
ナ
ー
」

に
新
た
な
メ
ニ
ュ
ー
が
追
加
さ

れ
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と

し
て
青
森
大
学
教
授
の
櫛
引
素
夫

氏
が
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
に
加
わ
っ

た
。

　
組
合
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
管
理
委

員
会
の
座
長
も
務
め
る
同
氏
は
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
す
る
取
り
組
み
方

等
の
相
談
に
応
じ
る
。

　
同
コ
ー
ナ
ー
で
は
相
談
日
は
特

定
せ
ず
、
組
合
員
か
ら
の
依
頼
が

あ
っ
た
都
度
、
専
門
家
と
相
談
の

う
え
日
程
を
調
整
し
て
開
催
。
１

社
月
１
回
、
相
談
時
間
は
30
分
程

度
ま
で
で
あ
れ
ば
無
料
。
そ
れ
以

　
青
森
交
通
安
全
協
会
問
屋
町
支

部
が
会
員
を
対
象
に
２
０
２
３
年

度
交
通
事
故
実
態
調
査
を
実
施
、

そ
の
結
果
が
ま
と
ま
っ
た
。

　
全
１
４
２
社
か
ら
回
答
を
得
た

調
査
の
結
果
、
無
事
故
（
加
害
事

故
件
数
０
件
）
会
員
事
務
所
は
１

０
３
社
、
72
・
５
％
で
あ
っ
た
。

加
害
事
故
件
数
は
42
件
と
前
年
度

か
ら
９
件
減
少
し
た
が
、
被
害
事

故
は
前
年
度
か
ら
15
件
増
加
し
て

40
件
で
あ
っ
た
。

　
加
害
事
故
発
生
要
因
で
最
多
と

な
っ
た
の
は
「
前
方
不
注
意
」
の

14
件
、
次
い
で
「
後
方
不
注
意
」

が
11
件
、「
ス
リ
ッ
プ
」「
右
左
折

時
の
不
確
認
」
が
そ
れ
ぞ
れ
５
件

と
い
う
結
果
と
な
っ
た
。

　
ま
た
、
事
故
発
生
時
期
の
調
査

で
は
、
全
体
の
47
・
５
％
が
冬
期

間
（
12
月
〜
３
月
）
を
占
め
た
。

　
２
０
２
５
年
３
月
14
日
の
問
屋

降
の
個
別
相
談
は
有
料
と
な
る
。

町
内
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
１
万
日

達
成
ま
で
残
り
３
百
日
を
切
っ

た
。
同
支
部
で
は
１
万
日
達
成
に

向
け
、
本
調
査
結
果
を
参
考
に
引

き
続
き
交
通
安
全
の
啓
蒙
活
動
に

力
を
入
れ
、
安
全
運
転
の
呼
び
か

け
を
継
続
し
て
い
く
。

　
今
年
も
問
屋
町
合
同
清

掃
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

昨
年
か
ら
ラ
イ
ン
メ
ー
ル
青

森
Ｆ
Ｃ
の
み
な
さ
ん
に
も
参

加
い
た
だ
き
、
参
加
者
が
増

え
た
の
と
あ
わ
せ
て
華
や
か

さ
が
増
し
ま
し
た
。
地
域
に
愛
さ

れ
る
ク
ラ
ブ
を
目
指
す
ラ
イ
ン
メ
ー

ル
青
森
Ｆ
Ｃ
を
ぜ
ひ
応
援
く
だ
さ
い

▼
さ
て
、
４
月
か
ら
環
境
負
荷
低

減
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
使
用
削
減
を

図
る
た
め
、
組
合
の
会
議
や
イ
ベン

ト
等
で
使
用
す
る
際
の
飲
み
物
を
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
か
ら
缶
製
品
に
変
更
し

ま
し
た
▼
こ
れ
は
、Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
17
の
ゴ

ー
ル
、
14
番
「
海
の
豊
か
さ
を
守

ろ
う
」
に
対
応
し
た
も
の
で
す
。
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
は
、
毎
年
な
ん
と

約
８
０
０
万
ト
ン
（
ジ
ャ
ン
ボ
ジ
ェッ

ト
機
５
万
機
分
！
）
も
の
量
が
海

に
流
出
し
て
い
る
と
推
定
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
対
策
は
急
務
で
す
▼
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
は
軽
く
て
耐
久
性
が
あ
り

私
た
ち
の
生
活
に
は
欠
か
せ
な
い
も

の
に
な
り
ま
し
た
が
、
紙
や
布
、

鉄
な
ど
と
違
って
微
生
物
に
分
解
さ

れ
な
い
こ
と
か
ら
環
境
中
に
流
出
す

る
と
い
つ
ま
で
も
自
然
の
中
に
残
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
最
後
の
行
先

が
海
で
す
▼
昔
、
綺
麗
だ
っ
た
海
岸

も
今
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
で
溢
れ

て
い
る
と
い
う
と
こ
ろ
も
多
い
で
す

し
、
細
か
く
な
っ
た
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
が
水
や
魚
介
類
を
介
し
て
体

内
に
摂
取
さ
れ
て
い
る
と
い
う
研
究

発
表
も
あ
り
ま
す
▼
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

を
海
に
流
出
さ
せ
な
い
こ
と
も
大
切

で
す
が
、
そ
れ
よ
り
も
簡
単
な
の

は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
で
き
る
だ
け
使

わ
な
い
こ
と
や
物
を
大
切
に
使
う
こ

と
で
す
。
み
な
さ
ん
と一
緒
に
で
き

る
こ
と
か
ら
コツ
コツ
と
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。（
小
田
切
）

視界不良の冬期間は特に注意が必要

問屋町内の交通事故発生箇所

無
料
相
談
コ
ー
ナ
ー
の

メ
ニ
ュ
ー
追
加

　「
先
代
の
想
い
を
受
け
継
ぎ
、

新
し
い
サ
イ
ン
の
価
値
を
創
っ
て

い
き
た
い
で
す
」
と
目
を
輝
か
せ

る
の
は
、
今
年
１
月
に
株
式
会
社

エ
ー
ア
イ
サ
イ
ン
の
代
表
に
就
任

し
た
石
澤
社
長
。

　
同
社
は
昭
和
61
年
に
屋
外
広
告

業
と
し
て
ス
タ
ー
ト
。
現
在
で
は

青
森
県
内
全
域
で
店
舗
看
板
や
野

立
・
イ
ベ
ン
ト
看
板
を
は
じ
め
、

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
や
ス
タ
ジ
オ
セ
ッ

ト
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
や
公
共

サ
イ
ン
、
カ
ー
マ
ー
キ
ン
グ
な
ど

幅
広
く
製
作
業
務
を
行
う
。ま
た
、

サ
イ
ン
製
作
に
加
え
て
、
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
や
シ
ン
ボ
ル
サ
イ
ン
・
空

間
デ
ザ
イ
ン
な
ど
の
大
型
立
体
造

形
物
の
製
作
業
務
も
行
っ
て
い

る
。

　「
当
社
は
デ
ザ
イ
ン
か
ら
製
作
・

設
置
・
ア
フ
タ
ー
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

ま
で
一
貫
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
お
り
、
そ
の
場
の
景
観
と
調

和
し
、
培
っ
て
き
た
風
土
を
活
か

せ
る
よ
う
な
サ
イ
ン
作
り
を
心
掛

け
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
技
術
だ

け
で
は
な
く
、

美
し
い
風
景
や

人
の
優
し
さ
に

気
づ
き
感
謝
で

き
る
感
性
を

日
々
磨
き
続
け

ま
す
」と
話
す
。

　
新
た
な
取
り

組
み
に
つ
い
て
聞
く
と
「
今
後
は

建
物
の
内
装
や
外
装
な
ど
の
デ
ザ

イ
ン
に
も
携
わ
っ
て
い
け
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。
素
材
ま
で
こ
だ

わ
り
を
持
ち
、
原
材
料
の
採
取
か

ら
関
わ
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
安
心
し
て
快
適
に
過
ご
せ
る

場
を
提
供
し
て
い
き
た
い
で
す
。

ま
た
、
ノ
ベ
ル
テ
ィ
関
係
に
も
力

を
入
れ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
、
生
活
の
身
近
に
あ
る
物
へ
た

だ
印
字
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ

こ
に
デ
ザ
イ
ン
を
加
え
る
こ
と
に

よ
っ
て
生
ま
れ
る
サ
イ
ン
の
価
値

を
広
く
展
開
し

て
い
き
た
い
で

す
」と
力
強
い
。

　
自
身
の
目
標

に
つ
い
て
尋
ね

る
と
「
や
り
た

い
こ
と
は
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す

が
、
ま
ず
は
会
社
の
理
念
か
ら
外

れ
な
い
よ
う
社
長
業
に
地
に
足
を

つ
け
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
て
い
き

た
い
で
す
。
そ
し
て
社
員
一
人
ひ

と
り
の
個
性
を
生
か
し
、
仕
事
を

通
じ
て
自
分
自
身
の
夢
が
み
つ
か

る
よ
う
な
職
場
に
し
て
い
き
た
い

で
す
」
と
答
え
た
。

　「
問
屋
町
は
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
で

居
心
地
が
良
い
」
と
教
え
て
く
れ

た
同
氏
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
面
に
話

が
及
ぶ
と
「
小
学
生
の
頃
ピ
ア
ノ

を
２
年
間
だ
け
習
っ
て
い
た
の
で

す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
時
間
が
で
き

た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
独
学
で
練

習
を
再
開
し
ま
し
た
。
３
年
ほ
ど

前
か
ら
は
度
胸
を
つ
け
る
た
め
、

い
ろ
い
ろ
な
所
に
設
置
さ
れ
て
い

る
ス
ト
リ
ー
ト
ピ
ア
ノ
を
演
奏
し

て
い
ま
す
。
運
動
面
で
は
毎
日
筋

ト
レ
は
し
て
い
ま
す
が
、
ラ
ン
ニ

ン
グ
が
月
１
回
く
ら
い
し
か
で
き

て
い
な
い
の
で
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に

出
る
な
ど
の
目
標
を
検
討
し
て
み

ま
す
」
と
苦
笑
い
。

　
石
澤
社
長
が
持
ち
歩
い
て
い
る

手
帳
の
１
ペ
ー
ジ
目
に
は
、
座
右

の
銘
の
「
単
純
明
快
」
の
文
字
が

記
さ
れ
て
い
る
。
　
　
　（
33
歳
）

㈱エーアイサイン

いしざわ あ　く　り
代表取締役社長

石澤 安久里 氏

団
地
企
業
訪
問
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２
０
２
３
年
度
交
通
事
故
実
態
調
査

安
協
問
屋
町
支
部

今
年
度
の
合
同
清
掃
が
ス
タ
ー
ト

過
去
最
多
２
７
５
名
が
参
加

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
受
賞
作
品

柳谷理事長（右）が目録を手渡す

　
組
合
で
は
毎
年
、
リ
サ
イ
ク
ル

回
収
事
業
で
得
た
収
益
金
を
福
祉

団
体
等
へ
寄
贈
す
る
活
動
を
実
施

し
て
お
り
、
今
回
で
10
回
目
と
な

る
。

　
５
月
13
日
（
月
）
に
、
空
き
缶
・

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
及
び
パ
ソ
コ
ン
リ

サ
イ
ク
ル
回
収
事
業
で
の
収
益
金

あ
わ
せ
て
10
万
円
を
青
森
市
社
会

福
祉
協
議
会
へ
寄
贈
。
組
合
の
柳

谷
理
事
長
か
ら
同
協
議
会
の
成
田

会
長
に
目
録
が
手
渡
さ
れ
、
リ
サ

イ
ク
ル
回
収
事
業
の
概
要
や
実
績

な
ど
を
紹
介
し
た
。

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
推
進
す
る
組
合
で

は
、
今
年
度
も
引
き
続
き
リ
サ
イ

ク
ル
活
動
を
推
進
し
、
よ
り
一
層

の
社
会
福
祉
に
貢
献
す
べ
く
リ
サ

イ
ク
ル
回
収
で
得
た
収
益
金
の
寄

付
活
動
も
継
続
し
て
い
く
。

リ
サ
イ
ク
ル
事
業
収
益
金
を

福
祉
団
体
に
寄
贈


